
特集・横浜の市民生活一課題と解決の方向④米国のまちづくり計画のプロセス

特
集
・
横
浜
の
市
民
生
活
－
課
題
と
解
決
の
方
向
④

不
国
の
総
合
計
画
体
系
の
概
要

オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
総
合
計
画
づ
く
り

ま
と
め

し
た
と
い
わ
れ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
従
来
の
計
画
が
、

様
々
な
静
止
し
た
未
来
を
予
言
す
る
プ
ラ
ン
、
将
来
達

成
さ
れ
る
べ
き
都
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
プ
ラ
ン
と
し

て
機
能
し
て
き
た
が
、
七
〇
年
代
以
降
は
、
流
動
的
な

物
理
的
、
社
会
的
、
経
済
的
環
境
の
変
化
と
そ
れ
に
対

応
す
る
住
民
の
反
応
を
総
合
的
に
捉
え
、
計
画
す
る
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
発
展
し
て
き
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
米
国
の
総
合
計
画
も
州
に
よ
り
、
ま
た
自

治
体
に
よ
り
手
法
、
手
段
も
異
な
る
。
米
国
の
総
合
計

画
は
、
日
本
の
場
合
の
基
本
計
画
と
都
市
計
画
が
ミ
ッ

ク
ス
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
名
称
も
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
あ
る
い
は
コ
ン
プ
リ

ヘ
ン
シ
イ
ブ
・
プ
ラ
ン
な
ど
と
様
々
に
呼
ば
れ
る
。

　
米
国
で
は
あ
る
程
度
以
上
の
規
模
の
都
市
の
場
合
、
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米
国
の
ま
ち
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く
り
計
画
の
プ
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ス

宮
城
健
一

・
米
国
の
総
合
計
画
体
系
の
概
要

　
米
国
の
都
市
計
画
の
歴
史
は
古
く
、
各
州
、
各
地
域

で
様
々
な
計
画
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
二
年
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ゾ
ー
ニ
ン
グ
法
（
S
t
a
n
d
a
r
d

S
t
a
t
e
　
Z
o
n
i
n
g
　
E
n
a
b
l
i
n
g
　
A
c
t
）
が
制
定
さ
れ
、
ま

た
四
年
後
に
最
高
裁
で
総
合
的
ゾ
ー
ニ
ン
グ
法
の
合
法

性
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
都
市
計
画

の
手
段
と
し
て
広
く
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
一
九
五
九
年
、
住
宅
法
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ

ま
で
人
口
二
千
五
百
人
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
対

象
で
あ
っ
た
地
域
計
画
が
大
都
市
、
都
市
圏
、
州
レ
ベ

ル
に
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
総
合
計
画
（
C
o
m
p
r
e
h
e
n
-
-

s
i
v
e
　
p
l
a
n
）
を
策
定
す
る
費
用
の
半
分
を
連
邦
政
府
が

補
助
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
総
合
計
画
の

策
定
が
一
般
化
す
る
契
機
と
な
り
、
総
合
的
な
都
市
計

画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
自
治
体
に
移
転
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
総
合
計
画
づ
く
り
が
多
く
の
都
市
で
試
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
一
九
七

〇
年
に
連
邦
の
環
境
政
策
法
（
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
　
P
o
l
-

i
c
y
　
A
c
t
）
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
環
境
保
護
政
策
が
台
頭
し
て
き
た
。

　
も
う
一
つ
の
動
き
は
、
六
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
の

経
験
を
経
て
、
都
市
計
画
過
程
に
お
け
る
市
民
参
加

（
C
i
t
i
z
e
n
　
I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t
）
が
よ
り
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
三
つ
の
流
れ
が
合
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

米
国
の
都
市
計
画
は
一
九
七
〇
年
前
後
に
大
き
く
変
化

オ
レ
ゴ
ン
州

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

の
事
例

一二三
．

一
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総
合
計
画
は
多
く
の
場
合
、
全
市
的
な
地
域
を
カ
バ
ー

す
る
計
画
と
地
域
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の

プ
ラ
ン
と
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
両
者
を
合
わ
せ
て
総

合
計
画
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
で
は
三
十
五
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン

と
二
つ
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
ー
プ
ラ
ン
お
よ
び
い
く
つ

か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
プ
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
い
わ
ゆ
る
用
途
指
定
や
容
積
率
指
定
に
当
た

る
計
画
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
・
マ
ッ

プ
の
段
階
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
現
代
の
米
国
の
都
市

の
総
合
計
画
は
、
流
動
的
な
物
的
、
社
会
・
経
済
的
環

境
と
そ
れ
に
対
す
る
市
民
の
反
応
を
総
合
的
に
捉
え
、

計
画
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
イ
ン
ク
リ
メ
ン
タ
ル
・

ア
プ
ロ
ー
チ
（
段
階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）
や
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
都
市
計
画
に
最
も
必
要
な
要
素
に
な
っ

て
い
る
。
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
現
在
、
未
来
の
都
市

の
目
標
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
り
方
、
実
現
の
仕
方
に
つ

い
て
討
論
や
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
、
利
害
対
立
の
調

整
の
た
め
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
、
そ
の
際
の
や
り
方

と
方
法
を
考
え
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
が
プ
ロ
セ
ス
と

し
て
の
計
画
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
こ
で
、
総
合
計
画
の
内
容
も
一
般
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
を
含
む
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
目
標
を
明
確
に
設
定
し
た
記
述

②
こ
れ
ら
の
目
標
を
遂
行
す
る
た
め
の
手
段
と
規
制
を

明
確
に
し
た
政
策
の
策
定
計
画

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
か
り
易
く
表
現

し
、
ま
た
都
市
施
設
、
交
通
、
公
園
、
教
育
施
設
、
そ

の
他
の
都
市
の
供
給
シ
ス
テ
ム
の
整
備
計
画
、
そ
の
他

の
分
野
の
計
画
、
政
策
と
調
整
し
た
総
合
的
な
土
地
利

用
計
画

④
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
を
し
め
し
た
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
・
。
フ
ラ
ン

⑤
戦
略
計
画
（
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
）
の
コ
ン

セ
プ
ト
（
概
念
）
を
示
し
た
も
の

　
米
国
の
都
市
の
総
合
計
画
の
内
容
は
こ
う
し
た
事
項

に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る

総
合
計
画
と
都
市
計
画
（
土
地
利
用
計
画
）
が
総
合
さ

れ
た
よ
う
な
内
容
、
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
シ
テ
ィ
ワ
イ
ド
・
プ
ラ
ン
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
で
は
市
民
参
加
の
プ
ロ
セ

ス
な
ど
で
多
少
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
た
ド
ラ
フ
ト
が
用
意
さ
れ
、
そ
れ
が
シ
チ

ズ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
、
最
後
に
議
会
で
法
案
と
し
て

決
定
さ
れ
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

　
日
本
の
場
合
と
事
情
が
異
な
る
の
は
、
総
合
計
画
が

立
法
と
し
て
機
能
し
、
そ
れ
が
法
的
拘
束
力
を
も
つ

（
一
九
二
七
年
、
S
t
a
n
d
a
r
d
　
C
i
t
y
　
P
l
a
n
n
i
n
g
　
E
n
a
-

二

オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
総
合
計
画

づ
く
り

①
－
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
都
市
づ
く
り
の
概
況

　
総
合
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
す
る
前
に
、
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
の
概
況
を
見
て
お
こ
う
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
は
、

米
国
の
西
海
岸
、
オ
レ
ゴ
ン
州
最
大
の
都
市
で
あ
り
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
川
と
ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト
川
の
合
流
地
点
に
発

達
し
た
、
文
字
通
り
の
内
陸
港
の
街
で
あ
る
。
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
は
物
資
の
集
散
地
、
農
産
物
の
積
み
出
し
地
と

し
て
発
展
し
て
き
た
が
、
近
年
は
、
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
先
端

産
業
の
立
地
が
進
み
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
な
ら
ぬ
、
シ

リ
コ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
産
業
都
市
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
市
域
の
人
口
は
約
四
十
七
万
人
で

あ
る
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
都
市
圏
は
マ
ル
ト
ノ
マ
、
ク

ラ
ッ
ク
マ
ス
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ヤ
ン
ヒ
ル
の
四
つ
の
カ

ウ
ン
テ
ィ
（
郡
）
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
メ
ト
ロ
・
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
の
人
口
は
一
九
九
〇
年
で
約
百
二
十
万
人
、

二
〇
一
〇
年
に
は
百
五
十
万
人
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
薄
汚
れ

て
沈
滞
し
た
町
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
郊
外
化
に
よ
る

中
心
部
の
商
業
の
不
振
、
六
車
線
の
ハ
イ
ウ
エ
ー

ラ
メ
ッ
ト
川
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
フ
ロ
ン
ト
と
ダ
ウ
ン
タ

調査季報115－93.157

b
l
i
n
g
　
A
c
t
）
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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ウ
ン
を
分
断
し
、
街
の
ま
と
ま
り
が
な
い
ば
か
り
か
、

街
は
日
中
は
車
が
あ
ふ
れ
、
夕
方
五
時
以
降
は
街
が
無

人
化
し
、
オ
フ
ィ
ス
ゲ
ッ
ト
ー
化
す
る
な
ど
、
都
市
と

し
て
と
り
た
て
て
見
る
べ
き
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
一
九
七
二
年
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
議

会
は
「
ダ
ウ
ン
・
タ
ウ
ン
を
文
化
と
歴
史
の
香
り
の
す

る
、
都
市
的
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
し
て
活
性
化

し
人
々
が
憩
い
楽
し
め
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う
ダ

ウ
ン
・
タ
ウ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ー
プ
ラ
ン
を
採
択
し

た
。
そ
の
四
日
後
、
ニ
ー
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト

（
元
、
オ
レ
ゴ
ン
州
知
事
）
が
市
長
の
座
に
つ
い
た
。

彼
は
、
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
プ
ラ
ン
を
バ
ネ
に
し
て
、

さ
ら
に
大
胆
な
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
計
画
を
進
め

た
。

　
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
計
画
と
は
、
そ
れ
ま
で
の

車
依
存
の
都
市
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
、
車
で
あ
ふ
れ
て

い
た
街
路
の
車
線
を
縮
小
し
て
歩
道
の
部
分
を
拡
大
し
、

そ
こ
を
煉
瓦
敷
き
の
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
に
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
次
に
手
が
け
た
の
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
エ
リ
ア
・

エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｍ
Ａ
Ｘ
）
と
呼
ば
れ
る
ダ
ウ
ン
ー
タ

ウ
ン
と
市
の
東
部
郊
外
を
結
ぶ
十
五
マ
イ
ル
の
ラ
イ
ト
・

レ
ー
ル
（
路
面
電
車
）
の
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
金
食
い
虫
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
前
評

判
が
悪
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
勤
労
者

の
約
半
分
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
客
の
四
分
の
一
を
運
ん
で

お
り
、
最
近
は
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
の
延
伸
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
ダ
ウ
ン
・
タ
ウ
ン
内
で
は
バ
ス
と
ラ
イ
ト
・

レ
ー
ル
の
料
金
は
無
料
に
し
、
そ
の
代
わ
り
に
ダ
ウ
ン
・

タ
ウ
ン
に
職
を
持
つ
勤
労
者
か
ら
交
通
税
を
徴
収
し
て

い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト
川
沿
い
に
あ
っ
た
六

車
線
の
フ
リ
ー
ウ
エ
ー
を
廃
止
し
、
五
十
エ
ー
カ
ー
の

オ
ー
プ
ン
ー
ス
ペ
ー
ス
を
再
生
さ
せ
る
と
と
も
に
ダ
ウ

ン
・
タ
ウ
ン
の
街
路
を
機
能
別
に
再
整
理
し
て
い
っ
た

（
a
r
t
e
r
i
a
l
　
s
t
r
e
e
t
s
　
c
l
a
s
s
i
f
i
c
a
t
i
o
n
　
p
o
l
i
c
y
）
計
画

で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
親
水
公
園
や
広
場
の
整
備
、
建
築
の
デ

ザ
イ
ン
審
査
な
ど
都
市
再
生
の
様
々
な
試
み
が
こ
の
二

十
年
間
に
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
再
生
に
成
功
し
た
都

市
と
し
て
評
判
を
得
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
都
市
再
生
に
成
功
し
た
要
因
と
し
て
次
の

こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
七
二
年
当
時
、
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
と
道
路
整
備
に
、
連
邦
政
府
に

よ
る
四
・
五
億
ド
ル
の
補
助
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
市
長
は
オ
レ
ゴ
ン
選
出
の
上
院

議
員
、
パ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
氏
と
協
力
し
て
、
そ
の
補
助
金

を
、
全
体
と
し
て
の
交
通
緩
和
目
的
に
は
変
わ
り
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
使
途
を
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
モ
ー
ル

計
画
に
一
・
五
億
ド
ル
、
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
計
画
に
一
・

五
億
ド
ル
、
そ
し
て
フ
リ
ー
ウ
エ
ー
の
整
備
に
Ｉ
・
五

ル
を
振
り
向
け
る
よ
う
説
得
し
、
成
功
し
た
と
い
う

（
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
補
助
金
の
使
途
変
更
に
成
功

し
た
都
市
は
ま
だ
な
い
ら
し
い
）
。

　
こ
う
し
た
都
市
整
備
の
事
業
体
と
し
て
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
開
発
公
社
（
P
o
r
t
l
a
n
d
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
　
C
o
m
m
i
‐

s
s
i
o
n
　
P
D
C
）
の
役
割
と
タ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
ク
レ
メ
ン

タ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ィ
ン
グ
（
T
a
x
　
I
n
c
r
e
m
e
n
t
a
l

　
F
i
n
a
n
c
i
n
g
　
T
I
F
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｆ
と
は
、
ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
フ

ロ
ン
ト
を
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
の
際
、

も
ち
い
ら
れ
た
財
源
調
達
の
方
法
で
、
一
種
の
開
発
利

益
の
還
元
手
法
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト
川
べ
り
の
高
速
道
路
を
廃
止
し
た
跡

に
、
当
初
は
様
々
な
建
物
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
当
初
案
に
対
す
る
約
六
ヵ
月
間
の
市
民
レ
ビ
ュ
ー

の
期
間
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
要
望
は
、
実
に
様
々
な

も
の
が
あ
り
、
市
当
局
は
、
多
様
な
市
民
の
要
望
に
答

え
る
た
め
に
は
、
緑
地
の
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
整
備
す
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
、
オ
ー

プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
で
は
事
業
資
金
が
捻
出
で
き
な
い
。

そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
Ｔ
Ｉ
Ｆ
で
あ
る
。

　
緑
地
広
場
に
近
接
し
た
地
域
は
環
境
が
改
善
さ
れ
る

た
め
地
価
が
高
く
な
る
。
そ
こ
で
、
緑
地
広
場
の
整
備

に
よ
っ
て
地
価
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
増
加
分
を
整
備
費
（
起
債
）
の
償
還
財
源
に
当

て
、
償
還
が
完
了
し
た
ら
一
般
財
源
に
戻
す
と
い
う
方
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式
で
あ
る
。

　
こ
の
財
源
調
達
の
方
法
を
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
開
発
公
社

に
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
開
発
公
社

は
単
に
建
物
の
再
開
発
だ
け
で
な
く
、
広
場
、
橋
な
ど

広
範
囲
な
社
会
資
本
整
備
に
参
画
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
都
市
再
生
に
広
く
コ
ミ
ッ
ト

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
－
オ
レ
ゴ
ン
州
の
総
合
計
画
づ
く
り
の
ガ
イ
ド

　
　
ラ
イ
ン

　
い
ま
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
は

都
市
の
再
開
発
で
「
人
間
ら
し
い
都
市
」
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
都

市
計
画
の
領
域
で
は
、
計
画
過
程
に
「
市
民
参
加
」
を

徹
底
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
都

市
で
も
あ
る
。

　
米
国
の
都
市
計
画
は
、
多
く
の
場
合
、
都
市
全
体
の

長
期
的
な
将
来
の
土
地
利
用
目
的
と
政
策
を
述
べ
た
総

合
計
画
（
C
o
m
p
r
e
h
e
n
s
i
v
e
　
P
l
a
n
　
G
o
a
l
s
　
a
n
d
　
P
o
l

i
c
i
e
s
）
と
地
域
別
計
画
（
C
o
m
m
u
n
i
t
y
　
P
l
a
n
）
、
あ

る
い
は
港
湾
、
中
心
商
業
地
な
ど
の
特
別
地
区
計
画

（
D
i
s
t
r
i
c
t
　
P
l
a
n
）
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

全
体
を
総
合
計
画
と
呼
ん
で
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
米
国
と
日
本
の
都
市

計
画
制
度
の
大
き
な
相
違
は
、
米
国
の
場
合
、
都
市
計

画
は
最
終
的
に
市
議
会
で
議
決
さ
れ
、
計
画
そ
の
も
の

が
条
例
と
し
て
効
力
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
制
度
と
敷
地
分
割
審
査
制
度
で
実
効

が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
は
米
国
の
比
較
的
規
模
の
大
き
い

都
市
の
中
で
は
唯
一
、
一
九
二
四
年
に
住
民
投
票
で
ゾ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
ー
ド
を
定
め
た
と
い
う
珍
し
い
歴
史
を
も
っ

て
い
る
。

　
郊
外
化
の
進
展
に
よ
り
都
市
地
域
の
拡
大
が
進
み
、

ま
た
開
発
地
域
が
無
秩
序
に
点
在
し
て
き
て
い
る
こ
と

に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、
一
九
七
三
年
、
オ
レ
ゴ
ン

州
は
総
合
計
画
法
（
C
o
m
p
r
e
h
e
n
s
i
v
e
　
P
l
a
n
n
i
n
g

A
c
t
）
を
制
定
し
、
こ
の
下
に
、
州
土
地
利
用
委
員
会

（
S
t
a
t
e
　
L
a
n
d
　
C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
）
を
設
立
し
た
。
州
土
地
利
用
委
員
会

は
一
九
七
四
年
に
次
の
十
九
項
目
か
ら
な
る
総
合
計
画

づ
く
り
の
目
標
と
指
標
（
S
t
a
t
e
-
w
i
d
e
　
G
o
a
l
s
　
a
n
d

G
u
i
d
a
n
c
e
）
を
定
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
、

州
の
法
律
に
基
づ
い
て
自
治
体
に
委
任
す
る
ゴ
ー
ル
と
、

各
自
治
体
が
選
択
的
に
採
用
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
記
述

さ
れ
て
い
る
。

①
C
i
t
i
z
e
n
　
I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t
市
民
参
加

②
L
a
n
d
　
U
s
e
　
P
l
a
n
n
i
n
g
土
地
利
用
計
画

③
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l
　
L
a
n
d
s
　
農
業
用
地

④
F
o
r
e
s
t
　
L
a
n
d
s
　
　
森
林
地

⑤
O
p
e
n
　
S
p
a
c
e
　
S
c
e
n
i
c
　
a
n
d
H
i
s
t
o
r
i
c
　
A
r
e
a
　
a
n
d

N
a
t
u
r
a
l
　
R
e
s
o
u
r
c
e
s
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
歴
史

地
域
、
自
然
資
源

⑥
A
i
r
　
W
a
t
e
r
　
a
n
d
　
L
a
n
d
　
R
e
s
o
u
r
c
e
s
　
Q
u
a
l
i
t
y

大
気
、
水
質
、
陸
上
資
源
の
質

⑦
A
r
e
a
　
S
u
b
j
e
c
t
　
t
o
　
　
N
a
t
u
r
a
l
　
　
D
i
s
a
s
t
e
r
　
　
a
n
d

H
a
z
a
r
d
s
自
然
災
害
危
険
地
域

⑧
R
e
c
r
e
a
t
i
o
n
a
l
　
N
e
e
d
s
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

⑨
E
c
o
n
o
m
i
c
　
D
e
v
e
l
o
p
e
m
e
n
t
経
済
開
発

⑩
H
o
u
s
i
n
g
住
宅

⑪
P
u
b
l
i
c
　
F
a
c
i
l
i
t
i
e
s
　
a
n
d
S
e
r
v
i
c
e
公
共
施
設
と

サ
ー
ビ
ス

⑫
T
r
a
n
s
p
o
r
t
a
t
i
o
n
交
通

⑬
E
n
e
r
g
y
　
C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

⑭
U
r
b
a
n
i
z
a
t
i
o
n
都
市
化

⑮
W
i
l
l
a
m
e
t
t
e
　
R
i
v
e
r
　
G
r
e
e
n
w
a
y
ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト

川
グ
リ
ー
ン
ウ
エ
ー

⑯
E
s
t
u
r
i
n
e
　
R
e
s
o
u
r
c
e
s
河
口
、
汽
水
域
の
資
源

⑰
C
o
a
s
t
a
l
　
S
h
o
r
e
l
a
n
d
s
海
岸

⑱
B
e
a
c
h
e
s
　
a
n
d
　
D
u
n
e
s
浜
辺
と
砂
丘

⑲
O
c
e
a
n
　
R
e
s
o
u
r
c
e
s
海
洋
資
源

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
目
標
の
第
一
項
に
プ
ラ
ニ

ン
グ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
市
民
参
加
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
項
目
の
ゴ
ー
ル
に
は
、
①
広
範
囲
の
市
民
の
参

加
を
求
め
る
ご
と
、
③
市
民
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
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ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
保
す
る
こ
と
、
③
プ
ラ
ニ
ン
グ
・
プ

ロ
セ
ス
の
各
フ
ェ
イ
ス
で
市
民
参
加
の
機
会
を
準
備
す

る
こ
と
、
④
市
民
に
分
か
り
易
い
フ
ォ
ー
ム
で
テ
ク
ニ

カ
ル
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
、
⑤
市
民
が
政
策
決
定

者
の
応
答
が
受
け
取
れ
る
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機

構
を
持
つ
こ
と
、
⑥
市
民
参
加
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
十
分

な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
、
と
い
う
基
本
命
題
が
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
な
か
で
は
市
民

参
加
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
項
目
が
も
り

こ
ま
れ
て
い
る
。

　
他
の
項
目
は
、
基
調
と
し
て
自
然
環
境
の
保
全
の
方

向
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
十
九
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
う
ち
、
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
市
の
総
合
計
画
づ
く
り
で
は
、
海
洋
や
農
地
な
ど

市
の
土
地
利
用
に
な
じ
み
の
な
い
項
目
を
の
ぞ
い
た
十

四
の
項
目
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
一
九
七
三
年
の
州
総
合
計
画
法
は
同
時
に
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
大
都
市
圏
を
構
成
し
て
い
る
カ
ウ
ン
テ
ィ

（
郡
）
と
郡
内
の
市
で
構
成
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ン
ビ
ア

行
政
協
議
会
（
C
o
l
u
m
b
i
a
　
R
e
g
i
o
n
　
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

o
f
　
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
s
）
に
対
し
て
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
大
都

市
圏
に
お
け
る
メ
ト
ロ
地
域
の
計
画
調
整
機
能
の
強
化

と
メ
ト
ロ
地
域
の
総
合
計
画
づ
く
り
、
お
よ
び
そ
の
実

行
機
関
の
設
立
を
要
請
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
行
政
協
議

会
は
、
一
九
七
六
年
に
メ
ト
ロ
地
域
の
土
地
利
用
の
目

標
と
目
的
（
G
o
a
l
s
a
n
d
O
b
j
e
c
t
i
v
e
）
を
策
定
し
、

そ
の
実
施
を
広
域
行
政
の
事
務
組
織
（
M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n

S
e
r
v
i
c
e
　
D
i
s
t
r
i
c
t
）
に
当
た
ら
せ
た
。

　
こ
の
計
画
の
第
一
義
的
な
目
的
は
、
都
市
化
予
定
地

域
（
U
r
b
a
n
　
G
r
o
w
t
h
　
B
o
u
n
d
a
r
y
）
と
都
市
的
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
区
域
を
設
定
し
、
都
市
の
無
秩
序
な
拡
大

を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
一
九
七
九
年
、
広
域
行
政
の
事
務
組
織
は
、
メ
ト
ロ

と
呼
ば
れ
る
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
委
員
（
議

員
）
を
も
つ
公
式
の
広
城
行
政
体
に
改
組
さ
れ
、
現
在
、

憲
章
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民
が
必
要
に
応

じ
て
政
府
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
の
典
型
的
な
事
例
で

も
あ
り
、
ま
た
直
接
選
挙
の
委
員
を
持
つ
広
域
行
政
体

は
全
米
で
も
メ
ト
ロ
だ
け
で
あ
り
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク

な
存
在
で
あ
る
。

③
－
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
総
合
計
画
づ
く
り
の

　
　
プ
ロ
セ
ス

　
州
土
地
利
用
委
員
会
は
一
九
七
五
年
か
ら
発
効
す
る

総
合
計
画
づ
く
り
の
目
標
と
指
標
を
発
布
し
た
が
、
そ

こ
で
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
総
合
計
画
策
定
の
期
限
を

一
九
七
九
年
六
月
ま
で
と
命
令
し
、
様
々
な
事
情
に
よ
っ

て
伸
び
る
場
合
も
、
一
九
七
九
年
十
二
月
ま
で
は
延
長

可
能
で
、
デ
ッ
ド
エ
ン
ド
は
一
九
八
〇
年
六
月
と
限
っ

て
い
た
。
そ
し
て
州
土
地
利
用
委
員
会
は
総
合
計
画
づ

く
り
に
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
期
間
が

伸
び
る
と
補
助
額
を
漸
減
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
き

た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
で
は

総
合
計
画
づ
く
り
に
着
手
し
た
が
、
そ
の
最
初
の
仕
事

は
計
画
手
続
き
（
P
l
a
n
n
i
n
g
　
P
r
o
c
e
s
s
）
を
ど
う
す

べ
き
か
、
そ
れ
を
決
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
最

大
の
要
素
は
時
間
と
お
金
の
制
約
で
あ
っ
た
。

　
州
土
地
利
用
委
員
会
の
市
民
参
加
条
項
を
受
け
て
市

で
は
一
九
七
六
年
一
月
、
市
民
参
加
委
員
会
（
C
o
m
-

m
i
t
t
e
e
　
f
o
r
　
C
i
t
i
z
e
n
　
I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t
　
C
C
I
）
を
発
足

さ
せ
た
。
委
員
会
は
、
一
九
七
六
年
三
月
計
画
手
続
き

に
お
け
る
市
民
参
加
方
式
を
提
言
し
た
。
そ
の
後
、
総

合
計
画
づ
く
り
の
手
法
に
つ
い
て
、
職
員
お
よ
び
様
々

な
団
体
、
市
民
と
意
見
交
換
が
約
六
十
回
程
行
わ
れ
、

市
議
会
は
一
九
七
七
年
五
月
に
計
画
プ
ロ
セ
ス
を
採
択

し
た
。

　
こ
の
計
画
プ
ロ
セ
ス
は
二
つ
の
フ
ェ
イ
ス
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
第
一
フ
ェ
イ
ス
は
一
九
七
七
年
の
九
月
か

ら
一
九
七
八
年
の
六
月
ま
で
約
一
年
を
か
け
て
、
計
画

の
た
め
の
基
礎
調
査
、
市
民
意
見
の
収
集
、
そ
し
て
土

地
利
用
と
政
策
の
方
向
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
準
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
図
－
１
）
。

　
第
二
フ
ェ
イ
ス
で
は
一
九
七
八
年
の
八
月
か
ら
九
月

ま
で
の
三
ヵ
月
間
、
原
案
の
市
民
レ
ビ
ュ
ー
に
あ
て
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
十
月
か
ら
、
州
土
地
利
用
委
員
会

の
命
令
に
あ
っ
た
期
限
、
一
九
七
九
年
の
六
月
ま
で
都

市
計
画
委
員
会
お
よ
び
市
議
会
に
よ
る
計
画
案
の
採
択
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図一１　第１フェイスにおける地域計画のつくり方
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Bureau of Planning prepares information on l l distiictsof the City

and proposes prellminary land use plan options －based upon

City-wide options －for each neighborhood in those districts.

･ Downtown-Loyd Center

・　North Portland

●　Inner Southeast Portland

●　Etc.

●　Eleventh District

ｂ

ｄ

Neighborhood Associations in each Districtreview background in-

formation and plan options presented by Bureau of Planning staff.

Associations may add an option forconsideration.

Bureau of Planning publishes districtiniormation and neighbor-

hood land use plan options along with City･wide issues newspaper,

then distributes widely in each district.

Solicitresponse to both City-wide issue and neighborhood land use

plan options･

･ Planning Commission holds town hall meetings (at least 2) in

each districtof the City.

･ Radio, newspaper and television presentations.

･ Response sheets in neighborhood newspapers.

　φ　■　●，．－．

寸二二

　二Ｗ‾
　　Ｉ　・●

Bureau of Planning records responses to options, begins to

fonnulate staffrecommendations to Planning Commission.
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特集・横浜の市民生活一課題と解決の方向④米国のまちづくり計画のプロセス

に
必
要
な
公
式
な
手
続
き
期
間
に
す
る
、
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
案
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
計
画
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
市
民
が
参
加

し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
試
行
し
て
み
る
と
、

①
計
画
案
の
市
民
レ
ビ
ュ
ー
の
時
間
が
少
な
い
、
②
市

の
各
分
野
別
政
策
の
調
整
機
能
が
な
い
、
③
各
住
区
の

地
区
計
画
（
Ｎ
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｂ
ｏ
ｒ
ｈ
ｏ
o
d
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
）
が
不
十

分
で
あ
る
、
と
い
う
計
画
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
問
題
点

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　
そ
こ
で
市
民
参
加
委
員
会
は
　
一
九
七
七
年
十
一
月

地
域
団
体
（
N
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｂ
ｏ
ｒ
ｈ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
n
）
各
種

市
民
団
体
会
合
を
も
ち
、
以
後
計
画
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

に
努
力
し
た
。
一
九
七
八
年
三
月
二
十
二
日
市
議
会
で

計
画
過
程
の
修
正
案
を
採
択
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の

三
点
で
あ
っ
た
。

①
「
住
区
計
画
キ
ッ
ト
」
（
Ｎ
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｂ
ｏ
ｒ

ｈ
ｏ
o
d
P
l
ａ
ｎ
-

ｎ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｋ
ｉ
ｔ
ｓ
）
を
地
域
団
体
に
持
た
せ
、
そ
れ
を
検
討

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
レ
ベ
ル
の
問
題
を
自
覚
さ

せ
、
そ
の
課
題
を
も
と
に
、
関
心
を
総
合
計
画
づ
く
り

に
向
か
わ
せ
る
よ
う
な
努
力
を
す
る
こ
と

②
都
市
計
画
当
局
の
用
意
す
る
た
た
き
台
（
第
一
ド
ラ

フ
ト
）
は
総
合
計
画
に
関
連
す
る
市
の
持
つ
他
の
計
画
・

政
策
の
要
素
を
含
ん
で
作
る
こ
と

③
第
一
ド
ラ
フ
ト
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
、
公
聴
会
ま

で
に
六
ヵ
月
の
市
民
レ
ビ
ュ
ー
の
期
間
を
設
け
る
こ
と

　
こ
う
し
て
総
合
計
画
を
ど
う
作
っ
て
ゆ
く
か
、
と
い

う
市
民
参
加
と
計
画
プ
ロ
セ
ス
の
準
備
の
た
め
に
三
年

近
く
の
月
日
が
費
や
さ
れ
た
。

　
一
九
七
七
年
の
秋
か
ら
、
計
画
の
内
容
に
関
す
る
調

査
、
情
報
提
供
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
会
合
、
会
議
、

の
作
業
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
問
題
は
次
の
二

つ
の
質
問
に
集
約
さ
れ
た
と
い
っ
て
良
い
。

　
そ
の
第
一
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
将
来
に
と
っ
て
、

ど
う
い
う
目
標
を
持
ち
、
達
成
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も

重
要
な
の
か
？

　
二
つ
は
、
ど
の
よ
う
な
方
式
（
タ
イ
プ
）
の
総
合
計

画
が
そ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
も
っ
と
も
有
効
な
の
か
？

　
そ
こ
で
市
当
局
は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
議
論
を
活
発

に
す
る
た
め
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
将
来
像
に
つ
い
て
の

三
種
類
の
計
画
案
（
代
替
案
）
を
作
成
し
、
合
わ
せ
て

そ
れ
ら
を
各
地
域
ご
と
の
将
来
像
の
代
替
案
に
整
理
し

て
、
一
九
七
八
年
四
月
に
都
市
計
画
地
区
別
広
報

（
Ｃ
i
ｔ
ｙ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｔ
　
Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
n
）
で
発
表
、
同
時

に
こ
れ
ら
に
対
す
る
市
民
意
見
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

載
せ
た
印
刷
物
を
三
千
三
百
人
に
送
付
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
市
の
将
来
の
目
標
あ
る
い
は
状

態
を
提
示
し
た
三
十
二
の
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要

度
を
聞
く
、
ま
た
市
民
が
考
え
る
重
要
な
目
標
・
状
態

を
達
成
す
る
に
は
、
都
市
計
画
局
が
提
示
し
た
ど
の
代

替
案
が
ふ
さ
わ
し
い
か
を
、
た
ず
ね
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
作
業
の
末
、
一
九
七
八
年
の
晩
春
、
計
画

素
案
　
（
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｕ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
　
Ｄ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
　
　
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
が
作
成
さ
れ
、
一
九
七
九
年
一
月
に
市
民
に

公
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
計
画
づ
く
り
は
市
民
参
加
の
第
二
フ
ェ
イ

ス
の
段
階
に
入
る
。
そ
の
前
半
が
都
市
計
画
委
員
会
に

よ
る
市
民
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。

　
同
年
の
一
月
か
ら
六
月
迄
の
計
画
素
案
の
市
民
レ
ビ
ュ

ー
の
期
間
に
、
都
市
計
画
局
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
す
る

市
民
団
体
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
八
十
回
以
上
（
三
人
以

上
の
市
民
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
説
明
に
行
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
）
、
市
民
会
議
（
Ｃ
Ｅ
ｚ
ｅ
ｎ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
）

が
二
回
、
都
市
計
画
委
員
会
主
催
の
タ
ウ
ン
・
ミ
イ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
九
回
（
高
校
の
ホ
ー
ル
で
）
開
催
さ
れ
た
。

　
ち
な
み
に
、
第
一
回
の
市
民
会
議
（
一
九
七
九
年
一

月
）
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ー
ド
ラ
フ
ト
に
対
す

る
市
民
の
意
見
表
明
と
課
題
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
第
二
回
の
市
民
会
議
二

九
七
九
年
五
月
）
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ー
ド
ラ
フ

ト
に
対
す
る
市
民
の
改
善
案
の
意
見
表
明
が
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
多
様
な
参
加
の
機
会
を
つ
う
じ
て
多
数
の

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
都
市
計
画
委
員
会
に
よ

る
答
申
原
案
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
ｄ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
が
作
成
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
九
月
～
十
月
に
か
け
て
、
都

市
計
画
委
員
会
の
公
式
な
公
聴
会
が
八
回
開
催
さ
れ
、

修
正
さ
れ
た
後
、
一
九
七
九
年
十
一
月
八
日
に
最
終
案

62
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特集・横浜の市民生活―課題と解決の方向④米国のまちづくり計画のプロセス

　
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｄ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｐ
ｌ
ａ
n
）

と
し
て
都
市
計
画
委
員
会
で
採
択
さ
れ
、
一
九
八
〇
年

一
月
に
市
議
会
に
付
託
さ
れ
た
。

　
市
議
会
で
は
一
九
八
〇
年
の
一
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
公
聴
会
を
開
催
、
一
九
八
〇
年
十
月
十
六
日
に
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
市
総
合
計
画
（
T
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ａ
n
d

Ｃ
o
m
ｐ
ｒ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
を
市
条
例
一
五
〇
一
五
八

〇
号
と
し
て
決
議
・
採
択
し
た
。
（
第
二
フ
ェ
イ
ス
の

プ
ロ
セ
ス
は
図
－
２
参
照
）

④
－
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
総
合
計
画
の
ね
ら
い

　
こ
う
し
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
総
合
計
画
は
、
初

め
て
の
経
験
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
計
画
の
準
備
と

計
画
プ
ロ
セ
ス
づ
く
り
に
三
年
、
そ
し
て
市
民
の
レ
ビ
ュ

ー
と
公
式
手
続
き
を
経
て
採
択
ま
で
に
三
年
、
途
中
そ

れ
ら
が
重
な
っ
て
い
る
が
全
体
で
五
ヵ
年
を
か
け
て
策

定
さ
れ
た
。

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
総
合
計
画
は
、
計
画
の
ね
ら
い

と
し
て
、
①
市
の
開
発
、
再
開
発
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

な
る
土
地
利
用
の
ゴ
ー
ル
と
政
策
体
系
を
用
意
す
る
こ

と
、
②
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ー

ド
そ
の
他
の
規
則
を
改
正
し
て
用
意
す
る
こ
と
、
③
プ

ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
主
要
な
投
資
の
方
向
を
示
す

こ
と
、
④
プ
ラ
ン
の
見
直
し
と
修
正
の
プ
ロ
セ
ス
を
し

め
す
こ
と
、
を
掲
げ
て
お
り
、
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、

次
の
項
目
に
し
た
が
っ
て
、
今
後
二
十
年
間
の
土
地
利

実際に実施された第２フェイスのプロセス図一２
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特集・横浜の市民生活一課題と解決の方向④米国のまちづくり計画のプロセス

用
の
ゴ
ー
ル
と
ポ
リ
シ
ー
を
記
述
し
て
い
る
。

（
G
ｏ
ａ
l
-
　
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
　
Ｃ
ｏ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　
　
　
　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
大
都
市
圏
内
の
調
整

G
o
a
l
２
U
r
b
　
ａ
ｎ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

　
　
　
　
都
市
（
市
街
地
）
開
発

G
o
a
l
３
Ｎ
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｂ
ｏ
ｒ
ｈ
ｏ
ｏ
d
　
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

G
o
a
l
4
　
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
　
　
　
住
宅

G
o
a
l
５
E
c
０
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
経
済
開
発

G
o
a
l
６
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
　
　
　
　
交
通

G
ｏ
a
l
７
E
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ネ
　
　
ル
ギ
ー

G
ｏ
a
l
８
Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
　
　
　
　
　
環
境

G
ｏ
a
l
９
C
i
ｔ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｖ
０
ｌ
ｖ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
　
市
民
参
加

G
ｏ
a
l
１
０
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｅ
w

　
　
　
　
Ｐ
ｒ
０
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
　
実
行
計
画
と
見
直
し
の
手
続
き

Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
　
ｆ
ａ
ｃ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
^
　
Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
公
共
施
設
の
目
標
と
政
策

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｐ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｚ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
計
画
図
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
指
定

　
計
画
内
容
の
詳
し
い
紹
介
は
割
愛
す
る
が
、
こ
こ
で

の
特
徴
は
生
活
の
質
を
維
持
す
る
た
め
、
都
市
の
成
長

管
理
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
ダ
ウ
ン
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
採

用
さ
れ
た
。
ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
計
画
書

の
前
文
で
は
、
条
例
と
し
て
成
立
し
た
総
合
計
画
で
示

さ
れ
た
土
地
利
用
の
指
定
の
方
が
、
従
前
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
・
マ
ッ
プ
よ
り
も
優
先
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
裁
判

事
例
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
記
述
し
て
い
る
。
ダ
ウ
ン
・

ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
当
該
土
地
の
指
定
容
積
率
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
土
地
所
有
者
の
抵
抗
が
強
か
っ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

⑤
－
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
ー
プ
ロ
セ
ス
　
そ
の
１

　
　
（
セ
ン
ト
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
の
場
合
）

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
総
合
計
画
の
成
立
を
う
け
て
、
次

に
八
四
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
の
一
つ
で
あ

る
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
づ
く
り
が
開
始

さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
七
二
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
ダ
ウ
ン
・

タ
ウ
ン
・
プ
ラ
ン
の
成
果
を
見
直
す
と
と
も
に
、
中
心

市
街
地
全
域
を
対
象
に
し
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
ケ
ー

ル
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
都
市
づ
く
り
を
更
に
前
進
さ
せ
る

こ
と
、
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
都
市
機
能
整
備
を
図
る

べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
計
画
の
目
的
と
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
の
概
略
は
総
合
計
画
の
場

合
と
ほ
ぼ
似
か
よ
っ
て
い
る
が
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
た
。

　
ま
ず
、
計
画
づ
く
り
の
た
め
の
情
報
・
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
計
画
プ
ロ
セ
ス
を
準
備
す
る
第
一
フ
ェ
イ
ス
で

は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
実
施
さ
れ
た
。

　
市
議
会
は
一
九
八
四
年
七
月
、
計
画
準
備
委
員
会
を

発
足
さ
せ
、
準
備
委
員
会
に
対
し
、
計
画
プ
ロ
セ
ス
を

担
当
す
る
市
民
運
営
委
員
会
（
C
i
t
i
ｚ
ｅ
ｎ
　
S
ｔ
ｅ
ｅ
ｒ
i
n
g

Ｃ
Ｏ
m
m
i
ｔ
ｔ
ｅ
ｅ
）
の
委
員
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
要
請
し

た
。
準
備
委
員
会
の
推
薦
を
受
け
て
、
同
年
十
二
月
、

市
議
会
は
十
五
人
の
市
民
運
営
委
員
を
任
命
し
た
。

　
市
民
運
営
委
員
会
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
意
見
聴
取
、
調
査
な
ど
様
々
な
方
法
で
約
一
万
人

の
市
民
か
ら
「
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ａ
n
d
'
ｓ
　
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」
に
つ
い
て
の

意
向
を
集
め
る
と
と
も
に
、
計
画
の
骨
格
を
な
す
、
経

済
開
発
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
交
通
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー

ビ
ス
、
リ
バ
ー
・
フ
ロ
ン
ト
、
ア
ー
バ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
自
然
環
境
、
文
化
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
教
育
、
と
い
う
八
つ
の
課
題
に
つ
い

て
、
総
勢
百
二
十
人
の
市
民
委
員
か
ら
な
る
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
委
員
会
（
Ｆ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ａ
ｄ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
ｙ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｅ
）
を
組
織
し
た
。

　
都
市
計
画
局
は
一
九
八
七
年
一
月
、
計
画
素
案

（
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｕ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｄ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
）
を
発
表
、
そ
の
後
、
一
九

八
八
年
三
月
ま
で
次
に
述
べ
る
よ
う
な
市
民
レ
ビ
ュ
ー

が
続
け
ら
れ
た
。

　
一
九
八
七
年
八
月
、
都
市
計
画
委
員
会
向
け
の
計
画

原
案
が
都
市
計
画
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
第
二
フ
ェ
イ

ス
の
公
式
の
市
民
レ
ビ
ュ
ー
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
っ
た
。

　
そ
の
後
、
都
市
計
画
委
員
会
主
催
の
公
聴
会
が
八
回

開
催
さ
れ
、
修
正
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
一
九
八
七
年
十

二
月
、
市
議
会
に
送
ら
れ
た
。

64
調査季報115－93.1



特集・横浜の市民生活一課題と解決の方向④米国のまちづくり計画のプロセス

　
市
議
会
で
は
三
回
の
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
、
一
九
八

八
年
三
月
に
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
策
定
さ
れ
た
セ
ン
ト
ラ
ル
ー
シ
テ
ィ
・
プ

ラ
ン
は
総
合
計
画
の
一
部
を
構
成
す
る
が
、
こ
の
中
で

は
、
具
体
的
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
と
こ
の
五
年
間

の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の
基
本
計
画
や
実
施
計
画
の
記
述
に
近
い
ス
タ
イ
ル
で

表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
セ
ン
ト
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
の
計
画
過
程
の
特

徴
は
、
各
地
域
を
代
表
す
る
市
民
委
員
会
の
構
成
で
は

な
く
、
前
段
で
述
べ
た
よ
う
な
八
つ
の
機
能
別
の
市
民

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
会
を
組
織
し
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
が
市
民
の
議
論
と
合
意
形
成
に
大
い

に
役
立
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑥
－
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
　
そ
の
２

　
　
　
ア
ル
バ
イ
ナ
地
域
の
計
画
づ
く
り
の
場
合

　
全
市
の
総
合
計
画
づ
く
り
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
最
初

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
と
し
て
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・

シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
を
成
功
さ
せ
た
後
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

市
都
市
計
画
局
（
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ａ
n
d
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｂ
ｕ
ｒ
ｅ
ａ
ｕ
）

は
、
市
の
北
部
及
び
北
東
部
地
域
の
再
活
性
化
活
動
に

着
手
す
る
こ
と
を
決
め
、
こ
れ
を
「
ア
ル
バ
イ
ナ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
」
と
呼
ん
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
・
プ
ラ
ン
と
し
て
の
重
点
地
域
に
指
定
し
た
。

　
こ
の
地
域
は
か
つ
て
ア
ル
バ
イ
ナ
市
と
呼
ば
れ
た
地

域
で
、
一
八
九
一
年
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
と
合
併
し
た

非
常
に
古
い
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
が
カ
バ
ー
す

る
地
域
に
は
十
五
の
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
（
住
区
）
が
含

ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
・
ア
ソ
シ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
組
織
し
て
い
る
が
、
こ
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
計
画
立
案
過
程
で
、
住
民
参
加
の
た
め
の
単
位
組

織
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ソ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も

に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
市
の
中
で
も
比
較
的
低
所
得
の
住
民
が
多
く
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
人
口
も
多
い
、
経
済
的
に
衰
退
し
た

地
域
と
し
て
活
性
化
が
待
た
れ
て
い
た
。

　
ア
ル
バ
イ
ナ
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
の

実
質
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
一
九
八
九
年
の
七
月
か
ら
始
ま
っ

た
が
、
そ
れ
以
前
に
、
ま
ず
都
市
計
画
局
の
ス
タ
ッ
フ

が
地
域
の
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
ー
ア
ソ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ソ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他
様
々
な
個

人
や
グ
ル
ー
プ
と
の
話
し
合
い
を
数
力
月
に
わ
た
っ
て

重
ね
、
計
画
案
を
作
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
計
画
の
各
要

素
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
政
策
目
標
、
諸
条
件
に
つ
い

て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
要
素
は
、
計
画
地
域
の
境
界
、
政
策
的
目

的
、
必
要
な
リ
サ
ー
チ
の
領
域
、
計
画
案
の
性
格
、
市

民
参
加
の
方
法
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
話
し
合
い

は
、
計
画
を
単
に
土
地
利
用
の
決
定
だ
け
に
終
わ
ら
せ

ず
、
イ
メ
ー
ジ
、
経
済
開
発
（
の
方
法
）
、
住
宅
政
策
、

交
通
政
策
、
教
育
、
家
庭
、
防
犯
、
歴
史
保
存
、
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
公
共
施
設
改
善
な
ど
、
非
常
に
広
範

な
政
策
課
題
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め

に
役
立
っ
た
（
こ
れ
は
セ
ン
ト
ラ
ル
ー
シ
テ
ィ
・
プ
ラ

ン
で
す
で
に
試
さ
れ
た
手
法
で
も
あ
っ
た
）
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
一
九
八
九
年
九
月
末
、
こ
の
計
画
立
案

の
準
備
作
業
と
し
て
一
総
合
的
な
基
本
概
念
と
立
案
プ

ロ
セ
ス
の
た
た
き
台
と
し
て
市
民
に
提
示
す
る
た
め
の

ド
ラ
フ
ト
を
作
成
し
た
。
こ
の
ド
ラ
フ
ト
は
約
千
部
が

関
係
者
に
配
布
さ
れ
、
こ
れ
を
素
材
に
し
て
十
月
、
十

一
月
の
間
に
三
十
回
を
越
え
る
地
域
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
持
た
れ
た
。
十
一
月
末
に
は
、
寄
せ
ら
れ
た
修
正

提
案
を
含
め
た
改
定
案
が
再
発
行
さ
れ
た
。

　
十
二
月
に
は
、
都
市
計
画
委
員
会
が
、
こ
の
原
案
に

対
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
、
十
三
人
の
、
主
に
地
域
の

組
織
を
代
表
す
る
人
々
か
ら
意
見
を
聞
い
た
。
こ
れ
に

加
え
、
数
多
く
の
意
見
が
書
面
で
都
市
計
画
局
に
寄
せ

ら
れ
た
。
公
聴
会
の
後
、
都
市
計
画
委
員
会
は
こ
れ
ら

の
提
案
や
修
正
案
を
ス
タ
ッ
フ
が
再
審
理
す
る
た
め
の

時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
計
画
立
案
活
動
の
進
行
を
九

〇
年
一
月
ま
で
停
止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
多
く
の
修
正
提
案
の
う
ち
三
十
五
件
の
修
正
案
が
委

員
会
に
と
り
上
げ
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
一
月
の
再
度
の

公
聴
会
を
経
て
二
十
四
ヵ
所
の
修
正
が
採
用
さ
れ
た
後
、

委
員
会
が
提
案
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
再
発
行
さ
れ

た
。

　
こ
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
は
、
計
画
立
案
の
過
程
に
市
民
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の
参
加
を
確
立
す
る
た
め
に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
市

民
に
参
加
の
機
会
が
あ
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
を

最
大
の
目
的
と
し
て
い
た
。

　
「
プ
ロ
セ
ス
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
市
民
参
加
の
機
会

は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
図
ｌ
３
）
。

　
計
画
の
立
案
プ
ロ
セ
ス
の
進
行
は
、
四
段
階
の
フ
ェ

イ
ス
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
フ
ェ
イ
ス
は
八
九

年
七
月
か
ら
九
〇
年
六
月
ま
で
で
、
こ
の
期
間
に
は
上

記
の
準
備
活
動
と
並
行
し
て
様
々
な
地
域
の
リ
サ
ー
チ

を
含
抒
情
報
収
集
、
分
析
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
ス

タ
ッ
フ
は
地
域
の
歴
史
的
背
景
、
土
地
利
用
状
況
、
社

会
的
・
経
済
的
状
況
、
交
通
状
況
、
開
発
・
イ
ン
フ
ラ

の
可
能
性
な
ど
の
ほ
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
地
域

の
可
能
性
を
探
る
た
め
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
析
な
ど
を
行
っ

た
。
ま
た
、
立
案
作
業
の
進
捗
状
況
を
広
く
知
ら
せ
る

た
め
の
郵
送
リ
ス
ト
の
作
成
も
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
頻
繁
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
対
話
の
中

か
ら
、
都
市
開
発
局
と
し
て
の
計
画
た
た
き
台
の
作
成

を
進
め
、
郵
送
リ
ス
ト
の
送
付
先
へ
送
る
と
と
も
に
、

少
な
く
と
も
三
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
地
域

住
民
や
そ
の
代
表
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
、
ま
た
、
必

要
な
ら
ば
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
回
数
を
増
や
す
こ
と

が
検
討
さ
れ
た
。
更
に
、
各
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
が
独
自

の
計
画
を
望
む
場
合
に
は
、
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
・
プ
ラ

ン
と
し
て
そ
れ
ら
の
計
画
の
企
画
を
進
め
る
た
め
、
各

ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
毎
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
と

の
整
合
性
を
図
る
た
め
の
話
し
合
い
が
始
め
ら
れ
た
。

　
第
二
フ
ェ
イ
ス
は
、
一
九
九
〇
年
六
月
か
ら
九
一
年

二
月
ま
で
と
さ
れ
、
こ
の
期
間
に
は
第
一
フ
ェ
イ
ス
の

様
々
な
市
民
対
話
、
リ
サ
ー
チ
な
ど
で
得
ら
れ
た
結
果

を
ま
と
め
て
、
討
論
用
の
都
市
計
画
局
事
務
局
素
案
が

作
成
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

中
に
市
民
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ

フ
ィ
ス
を
設
け
て
、
よ
り
細
か
に
住
民
の
意
見
を
取
り

上
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
期
間
に
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
少
な
く
と
も
三
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
、
が
決
め
ら

れ
た
。
こ
の
フ
ェ
イ
ス
の
都
市
計
画
局
と
し
て
の
討
論

用
素
案
が
プ
レ
ス
に
公
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
市
計

画
委
員
会
へ
の
詳
し
い
報
告
、
討
論
が
二
回
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
。

　
第
三
フ
ェ
イ
ス
は
一
九
九
〇
年
二
月
か
ら
九
一
年
九

月
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
期
間
は
、
都
市
計
画
局
か
ら
提

案
さ
れ
た
素
案
を
都
市
計
画
委
員
会
案
と
し
て
市
議
会

に
上
げ
る
た
め
の
修
正
期
間
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
地
域

住
民
と
の
討
論
が
行
わ
れ
た
が
、
特
に
計
画
に
よ
っ
て

直
接
影
響
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
市
民
、
団
体
へ
の
周

知
を
徹
底
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
都
市
計
画
委
員

会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
後
、
計
画
案
の
最
終
提

案
が
作
成
さ
れ
た
。

　
第
四
フ
ェ
イ
ス
は
市
議
会
レ
ベ
ル
で
の
最
終
的
な
決

議
の
た
め
の
期
間
で
、
一
九
九
一
年
五
月
か
ら
一
九
九

二
年
三
月
ま
で
と
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
市
議
会
主
催
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
計
画
実
施
の
た
め
に

必
要
な
条
例
、
決
議
案
が
準
備
さ
れ
た
。
市
全
体
の
総

合
計
画
と
の
す
り
あ
わ
せ
な
ど
も
行
わ
れ
、
変
更
部
分

に
つ
い
て
は
州
の
土
地
利
用
委
員
会
D
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

　
ｏ
ｆ
　
Ｌ
ａ
n
d
C
o
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ａ
n
d
D
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
t
）

へ
の
報
告
も
行
わ
れ
た
。
市
議
会
議
員
や
そ
の
ス
タ
ッ

フ
ヘ
の
提
案
報
告
が
行
わ
れ
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
た
最

終
的
な
修
正
を
盛
り
込
ん
だ
後
、
計
画
採
用
の
た
め
の

市
議
会
に
よ
る
決
議
が
な
さ
れ
た
。

　
計
画
案
が
採
択
さ
れ
た
後
、
サ
ポ
ー
ト
資
料
、
実
施

段
階
の
適
用
計
画
な
ど
を
含
め
て
計
画
案
が
出
版
さ
れ
、

こ
れ
が
人
手
可
能
で
あ
る
こ
と
が
す
べ
て
の
関
係
者
に

通
知
さ
れ
た
。
ま
た
市
議
会
に
対
し
て
、
初
年
度
に
必

要
な
予
算
処
置
の
準
備
に
入
る
よ
う
働
き
か
け
が
始
め

ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
段
階
を
追
っ
て
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
み
る

と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ま
た
非
公
式

な
住
民
と
の
接
触
に
よ
っ
て
実
に
多
く
の
局
面
で
市
民

の
声
を
反
映
す
る
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
計
画
立
案
過
程
に
市
民
参
加
の
機
会
を
確
保
す
る

た
め
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
そ
の
も
の
を
ま
ず
市
民
に
は
か

り
、
市
議
会
で
決
議
し
て
決
め
て
い
る
こ
と
に
も
驚
か

さ
れ
る
。

　
日
本
で
は
多
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
場
で
話
し
合
わ

れ
る
市
民
へ
の
影
響
は
行
政
が
勘
案
し
、
い
わ
ば
折
り

込
み
済
の
計
画
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
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図
－
３
　
ア
ル
バ
イ
ナ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
計
画
案
作
成
作
業
の
流
れ
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は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出

さ
れ
た
市
民
か
ら
の
声
の
中
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
こ
と
は
、
市
役
所
の
ス
タ
ッ
フ
よ
り
、
住
民
の
ほ
う

が
良
く
知
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
受
け
る
影

響
、
彼
ら
の
望
ん
で
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
将
来
像

な
ど
は
、
や
は
り
地
域
の
住
民
の
声
を
十
分
に
反
映
し

な
が
ら
考
慮
に
入
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ

カ
と
日
本
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動

な
ど
、
社
会
的
背
景
に
違
い
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
同

じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
の
市
民
参
加
は
な
か
な
か
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
ル
バ
イ
ナ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

プ
ラ
ン
の
例
に
見
る
プ
ロ
セ
ス
の
立
て
方
そ
の
も
の
は
、

日
本
で
の
計
画
立
案
過
程
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る
は

ず
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
計
画
立
案
の
た
め
の
前
提
と
し
て
採
択
さ

れ
た
、
計
画
の
目
的
を
含
む
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ

ラ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
」
は
、
都
市
計
画
局
か
ら
一
九
九
〇

年
五
月
に
発
行
さ
れ
た
が
、
情
報
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス

の
平
等
な
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
障
害
を
持
つ
人
々

に
も
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
つ

け
加
え
て
お
き
た
い
。

・
通
訳
　
（
二
日
前
ま
で
の
通
知
が
必
要
）

・
障
害
者
も
使
用
可
能
な
会
議
室
（
の
利
用
）

・
オ
ー
デ
ィ
オ
施
設
の
あ
る
市
役
所
内
の
部
屋
（
の
利

　
用
）

・
計
画
関
連
書
類
の
大
き
な
印
字
で
の
印
刷
　
（
二
日

　
前
ま
で
の
通
知
が
必
要
）

ま
と
め

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
都
市
計
画
の
歴
史
を
記
述
し
た
資

料
の
な
か
に
、
七
〇
年
代
以
降
、
そ
れ
ま
で
市
民
は
計

画
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
考
え
方
を
改

め
、
市
民
が
ま
ち
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
市
民
が
主

人
公
の
計
画
に
か
え
て
き
た
、
と
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
計
画
づ
く
り
の
プ
ロ

セ
ス
、
市
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
が
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
も
丁
寧
に
用
意
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
時
間
と
費
用
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
が
、

市
民
が
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
化
し
、
街
づ
く
り
を

進
め
て
行
く
に
は
、
市
民
の
持
つ
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を

統
合
し
て
行
く
以
外
に
方
法
が
な
い
。

　
横
浜
の
ま
ち
づ
く
り
も
そ
の
よ
う
な
時
代
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
△
助
都
市
経
済
研
究
所
常
務
理
事
▽
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